























の検討－M・ウェーパー以後の理論的展開一一l，『経営史学』， Vol.10, No. l, 1975, 
11頁－－12頁を参照せよ。
質的に違うとみなして，組織論におけるモーティベイショ γ理論の有力な所説



















(3) 西田耕三著， 「ワーク・モチベーション研究一一現状と課題一一J，昭和51年， 白
桃書房，補論Cを参照せよ。
(4) たとえば， McGregor,D., The Human Side of Enterprise, 1960，高橋達男訳，「企
業の人間的側面J，昭和41年，産業能率短期大学出版部や， Likert,R., New Patterns 
of Management, 1961.三隅二不二訳，「経営の行動科学」，昭和39年，ダイヤモンド
社を指摘できょう。
(5) たとえば， Argyris,C., Personality and Organization, 1957，伊吹山太郎，中村実
訳， 「パー ソナリティー と組織｜，昭和36年，日木能率協会を挙げることができる。
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ト J.G. March • H. A. Simonの一体化理論
一体化のメカニズムを考察する手懸かりとして，最初に J.G. Marchと H.




















(6) March, G. J., and Simon, H. A., Organizations, 1958，土屋守章訳，「オー ガニゼ





























義は， Simon,H. A., Administrative Behavior, 1947.松田武彦・高柳暁・二村敏子
訳， 「経営行動」，昭和40年，ダイヤモンド社， 265頁による。



























(1), （四：），(13) March, J. G., and Simon, H. A.，前掲書， 231頁。
(14) Simon a.，“On the Concept of Organizational Goal’＇， Administrative Science 
Quarterly, Vol. 9, No. l, June, 1964，の中で，組織の目的の受容に係わるのが動機
(motives）で、ある，と述べている。

















































































































(moral standards〕の3つを区別しているが，本稿では， これらを一括して， 「価

























































ω 価値の内面化の過程を， 3つの下位過程に分ける構想は， Bandura,A.が「社会的
学習理論」（sociallearning theory）において， モデリング現象を，注意過程，保持
過程，運動再生過程，そして強化と動機づけの過程の4つの下位過程に分解して考察
したことから示唆を受けている。 Bandura,A., ed., Psychological Modeling : Confli-





























（お） このような学習プロセスを， Banduraは， 「モデリング」と呼ぶ。 Bandura,A., 
Social Learning Theory, 1971.原野広太郎・福島附美訳， I人間行動の形成と｜’l己
11J御j，昭和49年，金子書房，第2章。























































(24) cf. Zalkind, S. S., and Costello, T. W., Perception : Some Recent Research and 


























倒 このような現象は，小集団における実験によって確認されている。 cf.Cartwright, 
D., and Zander, A., Pressures to Uniformity in Groups : Introduction, (Cartwright, 
D., and Zander, A., ed., Group Dynamics, third edition, Tavistock Publications, 
1968, pp. 139-151. 
倒記憶や学習に関する種々の論点は， Rosenzweig,M. R., and Bennett, E. L., ed., 
Neural Mechanisms of Learning and Memory, The MIT Press, 1976，で央日ること
ヵ：で、きる。





























側向上書， 176頁。。1) Miller, G. A., The Psychology of Communication, 1967，高田洋一郎訳， 昭和47
年，培風館，第2章。
(32) Gerst, M. D., Symbolic Coding Processes in Observational Learning, Journal of 































ω 波多野誼余夫稿， 「コーディングと有意味記憶J, （八木晃監修／船木尭夫編，『講






























































































































































わば，モーティベイショ γ ・プロセスの，メ γパー内的与件を決定するメカニ
ズムである。近年の組織論におけるモーティベイショ γ理論は，確かに，メン
バーのパーソナリティ構造の部分的な特質をその規定要因として重視してきて
いる。しかし，組織の中での活動に対して，日常くり返されているメンバーの
モーティベイション・プロセスそれ自体が，メンバーの内的与件を除々にでは
あるが構築する現象をも，分析の射程内におさめることのできる理論が必要な
のではないだろうか。ただそのときには，一組織内でのメンバーの活動だけ
に，分析の対象を限定することは許されなくなるであろう。なぜなら，メ γパ
ーの内的与件は，メンバーの全生活空間にわたる活動を通じて構築されるので
あるから。
